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Ⅰ 調査の概要 

１ 調査の目的 

この調査は、市内における在来鉄道騒音・振動の実態を広域的かつきめ細かく把握（以

下「実態監視」という。）することを目的とし、併せて、「在来鉄道の新設又は大規模改良

に際しての騒音対策の指針について」（参考資料１ p20 参照）に示された指針値の達成

状況等を明らかにするために実施したものである。 

２ 調査対象路線及び調査地点  

調査対象路線は、名古屋市内の列車本数が少ない路線や騒音及び振動の影響がほとん

どない地下鉄地下部分などを除く12路線の在来鉄道沿線とした。 

12 路線の内訳は、東海旅客鉄道㈱（以下、「ＪＲ」という。）の東海道本線、中央本線

及び関西本線、名古屋鉄道㈱（以下、「名鉄」という。）の名古屋本線、常滑線、犬山線及

び瀬戸線、近畿日本鉄道㈱（以下、「近鉄」という。）の名古屋線、名古屋市交通局の東山

線、名古屋臨海鉄道㈱の東港線、㈱東海交通事業の城北線、名古屋臨海高速鉄道㈱のあお

なみ線である。 

調査地点は、原則として前回調査（平成23年度）と同一の地点とした。ただし、事前

調査で調査地点周辺の状況の変化や工事により調査が困難な地点については見直しを行

い、調査地点数を57地点から56地点へと変更した。 

鉄道路線別地点数を表１に、調査地点配置図を図（p2参照）に示す。 

表１ 鉄道路線別地点数 

鉄道路線名 地点番号 調査地点数 

東海旅客鉄道㈱ 

（Ｊ Ｒ） 

東海道本線 １～９ ９ 

中央本線 10～17 ８ 

関西本線 18～20 ３ 

名古屋鉄道㈱ 

（名 鉄） 

名古屋本線 21～32 12 

常滑線 33～37 ５ 

犬山線 38 １ 

瀬戸線 39～44 ６ 

近畿日本鉄道㈱（近鉄） 名古屋線 45～49 ５ 

名古屋市交通局 東山線 50～51 ２ 

名古屋臨海鉄道㈱ 東港線 52 １ 

㈱東海交通事業 城北線 53 １ 

名古屋臨海高速鉄道㈱ あおなみ線 54～56 ３ 

計 56 

 (注) 調査地点数は、複数の在来鉄道路線が並走する地点においては主の鉄道路線で集計した。 

    地点番号は、調査地点配置図（図 p2参照）の番号を示す。 
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図 調査地点配置図        （平成28年度） 
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３ 調査期間 

平成28年９月から平成29年１月まで 

ただし、雨天等により騒音及び振動の測定に影響を生じる日、土曜日、日曜日及び休日

は除いた。 

４ 調査実施機関 

環境局地域環境対策部大気環境対策課 

西、港、南、名東保健所生活環境課 

環境科学調査センター環境科学室 

５ 調査方法 

（１）測定点 

騒音及び振動の測定点は、各調査地点とも近接軌道中心から、原則として 12.5m、

25mの２測定点とした。 

調査地点の各測定点は、軌道にできる限り直角に交わる公道または空地で、軌道を

見通せる地点を選定した。なお、区別の調査地点数は、表２のとおりである。 

表２ 区別の調査地点数 

区 
調 査 
地点数 

測定点 
区 

調 査 
地点数 

測定点 

12.5m 25m 12.5m 25m 

千 種 １ １ １ 熱 田 ３ ３ ３ 

東 ３ ３ ３ 中 川 ８ ８ ８ 

北 ３ ３ ３ 港 ２ ２ ２ 

西 ５ ５ ５ 南 11 11 11 

中 村 ３ ３ ３ 守 山 ４ ４ ４ 

中 ２ ２ ２ 緑 ６ ６ ６ 

昭 和 １ ０ １ 名 東 ２ ２ ２ 

瑞 穂 ２ ２ ２ 合 計 56 55 56 

（２）測定機器 

測定に使用した機器は次のとおりである。 

・普通騒音計 リオン製 NL-21又はNL-42EX 

・振動レベル計 リオン製 VM-53又はVM-53A 

・レベルレコーダ リオン製 LR-07 

・ピストンホン リオン製 NC-72 

・ストップウォッチ  デジタル型 

（３）測定本数 

測定対象列車本数は、原則として12.5m、25mの測定点において、「在来鉄道騒音測

定マニュアル」【平成27年10月 環境省策定】（参考資料２ p22参照）（以下「測定

マニュアル」という。）により算出した必要本数とした（表３ p4参照）。また、運行

列車本数が少ない場合や暗騒音の影響が大きく必要本数以上の列車の測定ができな

い調査地点については、２時間で通過する列車を測定対象列車とした。 
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表３ 路線別必要列車本数 

路線名 必要本数（本） 

ＪＲ 

東海道本線 35 

中央本線 35 

関西本線 40 

名鉄 

名古屋本線 40 

常滑線 40 

犬山線 30 

瀬戸線 25 

近鉄 名古屋線 35 

名古屋市交通局 東山線 20 

名古屋臨海鉄道 東港線 20 

東海交通事業 城北線 10 

名古屋臨海高速鉄道あおなみ線 15 

（注）前回結果に基づき、算出した必要列車本数を示す。 

（４）調査項目 

  ア 等価騒音レベル【LAeq】 

測定マニュアルに基づき、原則として、測定した全列車の単発騒音暴露レベル【LAE】

を電子データから読みとり、パワー平均し、次式により昼間の等価騒音レベルを求

めた。 

L ��� ��10 log �10 �����N T�

LAE： 単発騒音暴露レベルのパワー平均値 

T： LAeqの対象としている時間（昼間７時～22時は54,000秒） 

N： 対象時間に通過する列車本数 
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イ 最大騒音レベル【Lmax】 

測定マニュアルに基づき、原則として、連続して通過する上下列車の最大値（ピ

ークレベル）を電子データから読みとり、必要本数のピークレベルのうち、レベル

の大きい上位半数のデータを抽出し、そのパワー平均を求めた。測定できたものが

必要本数に満たなかった場合は、レベルの大きさが上位半数のもののパワー平均を

求めた。なお、異常音や除外音等の判別をするために、レベルレコーダを使用した。 

騒音計の周波数補正回路はＡ特性とし、動特性はSLOW、レベルレコーダの動特性

はSLOW、紙送り速度は３mm/sとした。 

  ウ 振動レベル【VL】 

 「環境保全上緊急を要する新幹線鉄道振動対策について」【昭和 51 年３月 12 日

付、環大特第32号】（参考資料３ p42 参照）（以下、「緊急を要する振動対策につ

いて」という。）に定める方法に従い、原則として、連続して通過する上下列車の最

大値（ピークレベル）をレベルレコーダから読みとり、必要本数のピークレベルの

うち、レベルの大きい上位半数のデータを抽出し、その算術平均を求めた。測定で

きたものが必要本数に満たなかった場合は、レベルの大きさが上位半数のものの算

術平均を求めた。 

振動計の振動感覚補正回路は鉛直振動特性とし、レベルレコーダの動特性は VL、

紙送り速度は３mm/sとした。 

  エ 列車速度 

各調査地点における評価列車速度は、12.5m 地点でのピークレベルを求めるため

に抽出した上位半数の列車の速度を算術平均して求めた。 

なお、貨物列車及び一両編成列車を除く一般の列車については、ある目印点（任

意の１点）を１列車全体が通過するのに要する時間をストップウォッチで計測し、

次式により速度を算出した。 

貨物列車及び一両編成列車については、距離を把握している一定区間を通過する

のに要する時間から速度を算出した。 

V�� � ��
L � M

T
�����

3600

1000
��� ��

1440

T

V： 列車速度（km/h） M： １列車の車両数 

L： １車両の長さ T： 通過所要時間（秒） 
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Ⅱ 調査結果 

各調査項目の結果概要については、次のとおりである。 

なお、実態監視の各調査地点（56 地点）の調査結果及び騒音防止対策（防音壁等）を、

別表１（p12）に示す。また、各調査地点における平成14年度からの調査結果の経年推移

について、別表２（p14）に示す。 

１ 騒音 

（１）等価騒音レベル【LAeq】 

測定点ごとに等価騒音レベルの平均値等の経年推移を表４に示す。 

平成 14 年度からの推移をみると、12.5m、25m の平均値はいずれも改善傾向にあっ

た。また、各測定点における等価騒音レベルの大きかった地点について、上位３位を

表５、６に示す。 

           表４ 等価騒音レベルの推移         単位：ｄB 

測定点 区分 平成14年度 平成18年度 平成23年度 平成28年度 

12.5m 
平均値 62 60 59 59 

最小値～最大値 （40～74） （38～73） （39～76） （45～76） 

25m 
平均値 58 57 57 56 

最小値～最大値 （39～72） （37～69） （40～72） （44～72） 
（注）平均値は、各測定点の等価騒音レベルを算術平均した値を示す。 

表５ 等価騒音レベルの大きかった地点（12.5m地点）  単位：ｄB 

等価騒音
レベル 

地点 
番号 

路線名 調査地点 
軌道 
構造 

前 回 
（平成23年度）

76 21 名鉄名古屋本線 西区枇杷島一丁目 鉄橋 76（１） 

68 １ ＪＲ東海道本線 西区枇杷島町字柳場 鉄橋 70（２） 

67 

３ ＪＲ東海道本線 熱田区中田町 平地 66（※） 

30 名鉄名古屋本線 緑区左京山 平地 67（※） 

49 近鉄名古屋線 中川区水里五丁目 平地 68（※） 

（注）（ ）は、前回結果の大きい方からの順位、※は前回上位３位に入っていないことを示す。【表６も同様】 

  表６ 等価騒音レベルの大きかった地点（25m地点）  単位：ｄB

等価騒音
レベル 

地点 
番号 

路線名 調査地点 
軌道 
構造 

前 回 
（平成23年度）

72 21 名鉄名古屋本線 西区枇杷島一丁目 鉄橋 72（１） 

65 １ ＪＲ東海道本線 西区枇杷島町字柳場 鉄橋 68（２） 

64 33 名鉄常滑線 熱田区伝馬二丁目 盛土 63（※） 
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（２）最大騒音レベル【Lmax】 

測定点ごとに最大騒音レベルの平均値等の経年推移を表７に示す。 

平成 14 年度からの推移をみると、12.5m、25m の平均値はいずれも改善傾向にあっ

た。また、各測定点における最大騒音レベルの大きかった地点について、上位３位を

表８、９に示す。 

表７ 最大騒音レベルの推移        単位：ｄB 

測定点 区分 平成14年度 平成18年度 平成23年度 平成28年度 

12.5m 
平均値 80 77 77 76 

最小値～最大値 （65～90） （61～88） （63～89） （66～89） 

25m 
平均値 75 74 74 73 

最小値～最大値 （64～87） （60～85） （60～85） （64～84） 
（注）平均値は、各測定点の最大騒音レベルを算術平均した値を示す。 

表８ 最大騒音レベルの大きかった地点（12.5m地点）    単位：ｄB 

最大騒音
レベル 

地点
番号

路線名 調査地点 
軌道 
構造 

前 回 
（平成23年度）

89 52 名古屋臨界鉄道東港線 南区浜田町 鉄橋 86（２） 

88 21 名鉄名古屋本線 西区枇杷島一丁目 鉄橋 89（１） 

85 

３ ＪＲ東海道本線 熱田区中田町 平地 83（※） 

30 名鉄名古屋本線 緑区左京山 平地 85（※） 

49 近鉄名古屋線 中川区水里五丁目 平地 85（※） 

（注）（ ）は、前回結果の大きい方からの順位、※は前回上位３位に入っていないことを示す。【表９も同様】 

     表９ 最大騒音レベルの大きかった地点（25m地点）    単位：ｄB 

最大騒音
レベル 

地点
番号

路線名 調査地点 
軌道 
構造 

前 回 
（平成23年度）

84 21 名鉄名古屋本線 西区枇杷島一丁目 鉄橋 85（１） 

82 33 名鉄常滑線 熱田区伝馬二丁目 盛土 82（※） 

81 16 ＪＲ中央本線 北区山田町 盛土 78（※） 
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（３）「在来鉄道の新設又は大規模改良に際しての騒音対策の指針」の達成状況 

全測定地点（56 地点）のうち、「在来鉄道の新設又は大規模改良に際しての騒音対

策の指針について」に規定されている指針の対象地点は、新線として３地点、大規模

改良線として１地点である。 

指針の対象となる４地点ですべて指針を満たしており、結果は次のとおりである。 

表10 指針に係る騒音測定結果一覧 

区分 
地点
番号

路線名 調査地点 

騒音測定結果 
【LAeq】（dB） 

指針値（昼間）
【LAeq】（dB） 

12.5m 25m 12.5m 25m 

新設 

54 
名古屋臨海高速鉄道
あおなみ線 

中川区小本一丁目 50 48 

60 55 
名古屋臨海高速鉄道
あおなみ線 

港区泰明町 50 49 

56 
名古屋臨海高速鉄道
あおなみ線 

港区稲永二丁目 47 47 

大規模
改良線

37 名鉄常滑線 南区大同町 53 52 69 63 

＜参考＞ 【在来鉄道の新設又は大規模改良に際しての騒音対策の指針について】

  在来鉄道の新設又は大規模改良に際して、生活環境を保全し、騒音問題が生じることを

未然に防止する上で目標となる当面の指針を次表のとおりとする。

新線

等価騒音レベル（LAeq）として、昼間（7～22時）については60dB（A）以下、夜

間（22 時～翌日 7 時）については 55dB（A）以下とする。なお、住居専用地域

等住居環境を保全すべき地域にあっては、一層の低減に努めること。

大規模改良線 騒音レベルの状況を改良前より改善すること。

但し、平成7年12月19日以前に既に新線又は大規模改良線として工事が認可申請さ

れている区間は、指針の対象外 

※ 指針対象路線

路 線 名 対象区間 区 分 備考 

名古屋臨海高速鉄道 

あおなみ線 
名古屋～金城ふ頭 新 線 高架化 

名鉄 常滑線 大江（大江川）～名和（天白川） 大規模改良線 高架化 

名鉄 瀬戸線 小幡～大森・金城学院前 大規模改良線 高架化【工事中】 

近鉄 名古屋線 戸田（新川）～近鉄八田（庄内川） 大規模改良線 高架化【工事中】 
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２ 振動レベル【VL】 

測定点ごとに振動レベルの平均値等の経年推移を表11に示す。 

平成 14 年度からの推移をみると、12.5m、25m の平均値はいずれも改善傾向にあった。

また、各測定点における振動レベルの大きかった地点について、上位３位を表12、13に

示す。 

表11 振動レベルの推移          単位：ｄB

測定点 区分 平成14年度 平成18年度 平成23年度 平成28年度 

12.5m 
平均値 57 55 54 54 

最小値～最大値 （44～70） （41～68） （40～68） （42～66） 

25m 
平均値 53 51 51 50 

最小値～最大値 （43～65） （39～64） （38～66） （36～62） 

（注）平均値は、各測定点の振動レベルを算術平均した値を示す。 

表12 振動レベルの大きかった地点（12.5m地点）    単位：ｄB 

振動 
レベル 

地点 
番号 

路線名 調査地点 
軌道 
構造 

前 回 
（平成23年度）

66 28 名鉄名古屋本線 南区粕畠町 平地 68（１） 

64 41 名鉄瀬戸線 東区矢田四丁目 直擁壁 64（２） 

62 
３ ＪＲ東海道本線 熱田区中田町 平地 60（※） 

21 名鉄名古屋本線 西区枇杷島一丁目 鉄橋 60（※） 

（注）（ ）は、前回結果の大きい方からの順位、※は前回上位３位に入っていないことを示す。【表13も同様】 

    表13 振動レベルの大きかった地点（25m地点）     単位：ｄB 

振動 
レベル 

地点 
番号 

路線名 調査地点 
軌道 
構造 

前 回 
（平成23年度）

62 28 名鉄名古屋本線 南区粕畠町 平地 65（２） 

60 23 名鉄名古屋本線 中川区山王三丁目 ｺﾝｸﾘｰﾄ橋 66（１） 

59 
１ ＪＲ東海道本線 西区枇杷島町字柳場 鉄橋 58（※） 

21 名鉄名古屋本線 西区枇杷島一丁目 鉄橋 58（※） 
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３ 鉄道路線別 

測定地点ごとの鉄道路線別測定結果を、表14に示す。 

表14 鉄道路線別測定結果 

鉄道路線名
調 査

地点数

列 車

速 度

(km/h) 

等価騒音レベル

【LAeq】 (dB) 

最大騒音レベル

【LAmax】(dB)

振動レベル

【VL】(dB)

12.5m 25m 12.5m 25m 12.5m 25m 

Ｊ

Ｒ

東海道本線 ９ 96 58 55 74 71 51 49 

中央本線 ８ 86 60 57 76 74 54 50 

関西本線 ３ 83 53 53 75 75 51 48 

名

鉄

名古屋本線 12 79 63 60 78 75 56 52 

常滑線 ５ 92 59 57 76 74 53 51 

犬山線 １ 99 55 52 73 70 57 56 

瀬戸線 ６ 65 58 55 77 74 59 52 

近鉄 名古屋線 ５ 95 60 57 75 72 50 47 

名古屋市交通局

東山線
２ 59 61 58 76 72 54 48 

名古屋臨海鉄道

東港線
１ 18 62 51 89 80 58 55 

東海交通事業

城北線
１ 70 45 44 72 70 44 43 

名古屋臨海高速

鉄道あおなみ線
３ 63 49 48 69 67 49 47 

市内（平均） 56 81 59 56 76 73 54 50 

（注）測定結果は、対象地点の結果を算術平均した値を示す。 

-10-



４ 軌道構造別 

測定地点ごとの軌道構造別等価騒音レベルの平均値を表15に、最大騒音レベルの平均

値を表16に、振動レベルの平均値を表17に示す。 

軌道構造別でみると、各測定項目とも鉄橋及び盛土が他の構造と比べると大きい傾向

にあった。 

表15 軌道構造別の等価騒音レベル 

軌道構造 

12.5m 25m 

等価騒音 

レベル(dB) 

測定 

地点数 

列車速度

[km/h] 

等価騒音 

レベル(dB) 

測定 

地点数 

列車速度

[km/h] 

コンクリート橋 60 ２ 82 60 ２ 82 

高架 54 22 81 53 23 81 

直擁壁 56 ８ 87 53 ８ 87 

鉄橋 67 ４ 61 62 ４ 61 

平地 64 13 81 60 13 81 

掘割 57 ２ 83 52 ２ 83 

盛土 63 ４ 89 62 ４ 89 
（注１）ゴシックは、最も大きい騒音レベルの値を示す。 

（注２）等価騒音レベル及び列車速度は、算術平均値を示す。 

表16 軌道構造別の最大騒音レベル 

軌道構造 

12.5m 25m 

最大騒音 

レベル(dB) 

測定 

地点数 

列車速度

[km/h] 

最大騒音 

レベル(dB) 

測定 

地点数 

列車速度

[km/h] 

コンクリート橋 79 ２ 82 78 ２ 82 

高架 72 22 81 70 23 81 

直擁壁 73 ８ 87 71 ８ 87 

鉄橋 84 ４ 61 80 ４ 61 

平地 81 13 81 77 13 81 

掘割 72 ２ 83 67 ２ 83 

盛土 81 ４ 89 79 ４ 89 
（注１）ゴシックは、最も大きい騒音レベルの値を示す。 

（注２）最大騒音レベル及び列車速度は、算術平均値を示す。 

表17 軌道構造別の振動レベル 

軌道構造 

12.5m 25m 

振動 

レベル(dB) 

測定 

地点数 

列車速度

[km/h] 

振動 

レベル(dB) 

測定 

地点数 

列車速度

[km/h] 

コンクリート橋 56 ２ 82 55 ２ 82 

高架 51 22 81 48 23 81 

直擁壁 53 ８ 87 51 ８ 87 

鉄橋 58 ４ 61 56 ４ 61 

平地 57 13 81 51 13 81 

掘割 50 ２ 83 46 ２ 83 

盛土 58 ４ 89 54 ４ 89 
（注１）ゴシックは、最も大きい振動レベルの値を示す。 

（注２）振動レベル及び列車速度は、算術平均値を示す。
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別表１

12.5m 25m 12.5m 25m 12.5m 25m 上り側 下り側

1 ＪＲ 東海道本線 西　区
枇杷島町字柳
場

鉄　橋 上り側 68 65 84 80 59 59 390 90 1.7 L 0 0 H28.10.18

ＪＲ 東海道本線 58 53 73 67 50 47 352 77

(名鉄 名古屋本線) 61 57 74 68 47 45 905 66

(ＪＲ 中央本線) 54 51 71 67 45 42 313 64

ＪＲ 東海道本線 67
* 60 85

* 77 62
* 51 352 87

(名鉄 名古屋本線) 61
* 57 75

* 70 56
* 47 905 93

4 ＪＲ 東海道本線 瑞穂区 内浜町 高　架 下り側 58 55 74 70 53 50 352 110 3 L 1 1 H28.10.14

5 ＪＲ 東海道本線 南　区 豊三丁目 高　架 上り側 57 58
* 74 75

* 52 52
* 352 90 6 L 1.5 1.5 H28.11.9

6 ＪＲ 東海道本線 南　区 戸部下一丁目 直擁壁 上り側 56
*

54
**

73
*

71
**

52
*

53
** 352 101 5 L 0 0 H29.1.10

7 ＪＲ 東海道本線 南　区 鳴尾一丁目 直擁壁 上り側 53 52 70 69 47 48 323 105 6 L 2 2 H28.10.21

8 ＪＲ 東海道本線 緑　区 大高町字鶴田 直擁壁 上り側 52 48 69 64 45 42 323 95 5.5 L 1.6 1.6 H28.11.22

9 ＪＲ 東海道本線 緑　区 森の里一丁目 高　架 上り側 53 51
* 68 66

* 42 39
* 323 106 6 L 2 2 H28.10.11

ＪＲ 中央本線 64 61 81 79 58 52 313 78

(名鉄 名古屋本線) 68 65 80 79 55 49 905 78

11 ＪＲ 中央本線 中　区 金山五丁目 高　架 上り側 53
*

55
**

68
*

69
**

55
*

49
** 313 80 7 L 1.2 1.2 H28.11.10

12 ＪＲ 中央本線 昭和区 鶴舞二丁目 高　架 上り側 ― 54 ― 70 ― 49 313 83 5 L 1.2 1.2 H28.9.26

13 ＪＲ 中央本線 千種区 千種二丁目 高　架 上り側 58 56 75 73 53 46 313 91 5.5 L 1.2 1.2 H28.10.21

14 ＪＲ 中央本線 東　区 出来町三丁目 掘　割 上り側 55 51 71 67 50 45 313 88 -6 L 0 0 H28.10.4

15 ＪＲ 中央本線 東　区 矢田南五丁目 鉄　橋 上り側 60 58 76 75 53 51 313 84 2.5 L 0 0 H28.10.4

16 ＪＲ 中央本線 北　区 山田町 盛　土 下り側 62 62 80 81 53 50 313 98 6.5 L 0 0 H28.9.26

17 ＪＲ 中央本線 守山区 新守山 盛　土 上り側 66 62 84 79 59 54 313 82 2.5 L 0 0 H28.10.14

ＪＲ 関西本線 52 51 73 72 53 48 152 80

(近鉄 名古屋線) 54 51 70 67 45 41 469 115

19 ＪＲ 関西本線 中川区 伏屋五丁目 直擁壁 単（下） 50
* 51 71

* 73 50
* 48 152 84 5 L 0 0 H28.10.13

20 ＪＲ 関西本線 中川区 西伏屋二丁目 ｺﾝｸﾘｰﾄ橋 単（下） 58
* 57 81

* 80 50
* 49 152 84 4 L 0 0 H28.10.13

21 名鉄 名古屋本線 西　区 枇杷島一丁目 鉄　橋 上り側 76 72 88 84 62 59 759 52 6 S 0 0 H28.11.30

名鉄 名古屋本線 62 59 75 72 50 51 772 72

(ＪＲ 東海道本線) 61 59 78 76 47 48 390 76

名鉄 名古屋本線 62 63 76 76 61 60 905 80

(ＪＲ 東海道本線) ― ― ― ― ― ― 352 －

名鉄 名古屋本線 63
* 61 77

* 75 54
* 36 905 98

(ＪＲ 東海道本線) ― 54 ― ― ― 28 352 －

25 名鉄 名古屋本線 瑞穂区 苗代町 高　架 上り側 53 50
* 69 66

* 58 53
* 468 60 7 L 1.2 1.2 H28.10.14

26 名鉄 名古屋本線 南　区 呼続元町 平　地 下り側 64 56 82 74 61 57 468 84 0 L 0 0 H28.10.21

在来鉄道実態監視結果及び騒音防止対策（防音壁等）一覧

測定側
列 車
速 度

（km/h）

振動レベル
【ＶＬ】（dB）

最大騒音レベル

【LAmax】（dB）

（No.1 /2）

*：26m

*：17m

*：14.5m

*：15m

備　　　考

*：6m
**：22.5m

*：10m

25m地点にて
評価

22

下り側

直擁壁 上り側

ｺﾝｸﾘｰﾄ橋中川区

沢下町

則武新町三丁
目

18

24 熱田区

西　区

中川区

*：29m

23

10

等価騒音レベル

【LAeq】（dB）軌 道
構 造

路　線　名
地点
番号

調　査　地　点

2

平　地

中川区 山王四丁目

正木四丁目

3

中　区

熱田区

列 車
本 数
(昼間)

掘　割

*：22m

測定地点変更
*：17.5m
**：23m

軌道
高

（m）

レ
ー

ル

防音壁（m）

-3

山王三丁目

中田町

直擁壁

高　架

下り側

柳森町

平　地

上り側

上り側

単（下）

下り側

6.5 1.4 1.4

L 0 0

0 L 0 0

L

5 L

2.5 L 0 0

0 1.60 L

H28.10.26

H28.10.24

1 L H28.11.29

H28.10.200 0

測定日

H28.11.15

H28.10.24

H28.11.7

0 0
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（No. 2 /2）

12.5m 25m 12.5m 25m 12.5m 25m 上り側 下り側

27 名鉄 名古屋本線 南　区 西桜町 盛　土 下り側 61 58 79 75 61 56 468 89 1 L 0 0 H28.11.4

28 名鉄 名古屋本線 南　区 粕畠町 平　地 下り側 65 63 82 79 66 62 468 87 0.5 L 0 0 H28.11.4

29 名鉄 名古屋本線 緑　区
鳴海町字上汐
田

高　架 下り側 51 50 66 65 44 44 468 69 9.6 L 1.5 1.5 H28.12.2

30 名鉄 名古屋本線 緑　区 左京山 平　地 下り側 67 63 85 80 49 44 460 82 0 L 0 0 H28.10.4

31 名鉄 名古屋本線 緑　区 鳴海町字米塚 平　地 下り側 65
*

61
**

83
*

78
**

60
*

53
** 460 89 0 L 0 0 H28.10.31

32 名鉄 名古屋本線 緑　区 太子三丁目 平　地 下り側 61 59 77 75 50 47 460 81 0 L 0 0 H28.10.24

33 名鉄 常滑線 熱田区 伝馬二丁目 盛　土 上り側 64 64 82 82 58 54 436 88 3 L 0 0 H28.9.27

34 名鉄 常滑線 南　区 氷室町 高　架 上り側 59 56 75 73 54 47 436 83 6.5 S 1.5 1.5 H28.11.15

35 名鉄 常滑線 南　区 観音町 高　架 上り側 55 52 72 69 50 51 436 93 6.5 L 1.5 1.5 H28.11.15

36 名鉄 常滑線 南　区 宝生町 平　地 下り側 63
* 61 81

* 78 55
* 55 436 89 0 L 0 0 H28.11.11

37 名鉄 常滑線 南　区 大同町 高　架 下り側 53 52 70 69 46 49 436 109 6.4 L 1.5 1.5 H28.11.16

38 名鉄 犬山線 西　区
中小田井二丁
目

直擁壁 下り側 55 52 73 70 57 56 333 99 4 L 1.5 1.5 H28.10.13

39 名鉄 瀬戸線 北　区 清水三丁目 高　架 下り側 53
* 51 69

* 68 55
* 43 253 61 8 S 1.5 1.5 H28.10.7

40 名鉄 瀬戸線 北　区 大曽根一丁目 高　架 下り側 52 50 70 69 59 55 253 76 8 L 1.5 1.5 H28.11.21

41 名鉄 瀬戸線 東　区 矢田四丁目 直擁壁 上り側 53 50 72 68 64 56 253 65 1 S 1.5 1.5 H28.9.30

42 名鉄 瀬戸線 守山区 廿軒家 平　地 上り側 63 58 83 78 60 53 253 75 0 S 0 0 H28.10.5

43 名鉄 瀬戸線 守山区 小幡南三丁目 平　地 上り側 64 61 83 80 57 53 253 57 0 S 0 0 H28.10.12

44 名鉄 瀬戸線 守山区 大森五丁目 平　地 上り側 65 60 83 78 56 49 253 53 1 S 0 0 H28.10.27

45 近鉄 名古屋線 中村区 長戸井町 平　地 上り側 57 55 70 69 52 51 469 71 1 L 2 0 H28.11.18

近鉄 名古屋線 59 57 75 73 44 46 469 103

(ＪＲ 関西本線) 49 43 71 63 47 44 152 84

近鉄 名古屋線 57 56 73 71 48 45 469 101

(ＪＲ 関西本線) 49 46 71 67 45 48 152 75

48 近鉄 名古屋線 中川区 東かの里町 高　架 下り側 58 56 74 71 51 46 469 96 5 L 1.7 1.7 H28.10.18

49 近鉄 名古屋線 中川区 水里五丁目 平　地 下り側 67 60 85 78 53 48 469 102 1 L 0 0 H28.10.18

50
名古屋市交通局
東山線

名東区 社台三丁目 高　架 下り側 56 54 72 69 52 46 488 61 4 L 1.5 1.5 H28.10.24

51
名古屋市交通局
東山線

名東区 本郷三丁目 高　架 下り側 66 61 80 75 56 50 488 57 8 S 1.5 1.5 H28.10.26

52
名古屋臨海鉄道
東港線

南　区 浜田町 鉄　橋 単（下） 62 51 89 80 58 55 20 18 4.8 S 0 0 H28.12.19

53
東海交通事業
城北線

西　区
中小田井五丁
目

高　架 上り側 45 44 72 70 44 43 46 70 12.4 L 2 2 H28.9.27

54
名古屋臨海高速
鉄道あおなみ線

中川区 小本一丁目 高　架 下り側 50 48 70 68 45 45 160 58 7 L 3 2 H28.10.26

55
名古屋臨海高速
鉄道あおなみ線

港　区 泰明町 高　架 下り側 50 49 70 67 51 49 140 68 8.1 L 2 2 H28.11.16

56
名古屋臨海高速
鉄道あおなみ線

港　区 稲永二丁目 高　架 上り側 47 47 68 66 50 48 140 63 8.1 L 2 2 H28.11.16

(注1) 「路線名」の欄の（　）で示された路線は、複数の在来鉄道路線が並走する地点において、遠隔側の路線であることを示す。

(注2)

(注3) 「－」は、周辺環境等で測定を実施していないことを示す。

(注4) 「*」「**」は、周辺環境等の影響で、備考に記載した距離で測定したことを示す。

(注5) 「レール」は、定尺レールを「S」、ロングレールを「L」とする。

「測定側」は、名古屋駅方向を「上り」とする。なお、名鉄瀬戸線は栄町駅方向、名古屋臨海鉄道東港線は笠寺駅方向、東海交通事業城北線は枇杷
島駅方向を「上り」とする。

大規模改良線

*：13.5m
**：27m

*：18m

*：9.5m

測定地点変更

路　線　名 調　査　地　点 備　　　考
地点
番号

軌 道
構 造

測定側
列 車
本 数
(昼間)

列 車
速 度

（km/h）

振動レベル
【ＶＬ】（dB）

最大騒音レベル

【LAmax】（dB）

等価騒音レベル

【LAeq】（dB）

46 中村区 烏森町 高　架 上り側

新線

H28.10.27
(12.5m)

H28.10.26
(25m)

新線

新線

47 中村区 野上町 高　架 上り側 H28.10.31

1.77.5 L 1.7

測定日

7.5 L 1.7 1.7

軌道
高

（m）

レ
ー

ル

防音壁（m）
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別表２

（No.1 /4）
列車
速度

12.5m 25m 12.5m 25m 12.5m 25m (km/h)

H14 69 67 88 84 59 56 93

H18 70 69 88 85 61 58 97

H23 70 68 86 84 57 58 90

H28 68 65 84 80 59 59 90

H14 58
*

52 75
*

66 53
*

49 71

H18 61
*

51 78
*

66 53
*

48 59

H23 56
*

51 73
*

66 50
*

47 72

H28 58 53 73 67 50 47 77

H14 67 63 85 80 63 59 86

H18 68 62 85 78 64 60 89

H23 66
*

60 83
*

76 60
*

52 94

H28 67
*

60 85
*

77 62
*

51 87

H14 62 56 78 73 59 54 100

H18 58 55 74 71 55 53 110

H23 58 55 74 71 54 50 94

H28 58 55 74 70 53 50 110

H14 58 57
*

76 75
*

56 53
*

104

H18 57 57
*

74 74
*

55 54
*

112

H23 56 55
*

72 72
*

49 49
*

95

H28 57 58
*

74 75
*

52 52
*

90

H14 67 64 87 84 54 51 104

H18 66 64 85 83 55 50 96

H23 64 62 83 80 53 50 91

戸部下一丁目 上り側 H28 56
*

54
**

73
*

71
**

52
*

53
**

101
*：17.5m
**：23m

H14 55 54 74 71 46 45 113

H18 53 52 71 69 45 48 113

H23 54 52 71 69 47 49 106

H28 53 52 70 69 47 48 105

H14 54 49 72 68 48 45 112

H18 53 49 71 66 47 44 99

H23 52 49 70 66 43 41 103

H28 52 48 69 64 45 42 95

H14 54
*

50 70
*

66 50
*

47 96

H18 54
*

52 70
*

68 57
*

46 115

H23 53 51
*

68 66
*

44 39
*

108 *：36.5m

H28 53 51
*

68 66
*

42 39
*

106 *：29m

H14 66
*

63 84
*

81 61
*

57 78

H18 67
*

65 84
*

83 59
*

59 76

H23 64 61 81 79 59 53 85

H28 64 61 81 79 58 52 78

H14 55
*

54
**

70
*

70
**

62
*

54
**

80

H18 54
*

54
**

69
*

69
**

55
*

50
**

86

H23 53
*

55
**

68
*

70
**

53
*

48
**

75

H28 53
*

55
**

68
*

69
**

55
*

49
**

80

H14 － 52 － 70 － 55 93

H18 － 55 － 71 － 51 88

H23 － 54 － 70 － 51 92

H28 － 54 － 70 － 49 83

H14 53 54 70 71 50 49 78

H18 53 53 70 71 50 47 77

H23 57 55 73 72 52 45 97

H28 58 56 75 73 53 46 91

千種区 松軒一丁目 H14 － 51 － 67 － 46 96

H18 54 52 70 68 49 46 95

H23 53 51 69 66 51 47 90

H28 55 51 71 67 50 45 88

*：10m

*：15m

11

12

13

14

在来鉄道実態監視結果の推移
振動レベル

 (dB)

*：6m
**：22.5m

*：10m

*：22m

*：5m

最大騒音レベル
【LAmax】 (dB)

等価騒音レベル
【LAeq】 (dB)調査

年度

下り側

上り側

上り側

上り側

下り側

上り側

備　　考路　線　名 調　査　地　点 軌道構造 測定側

5

1

2

3

4

9

JR東海道本線

No

6

7

8

11

10

12

13

14

金山五丁目 高　架

直擁壁

高　架

森の里一丁目

中区 正木四丁目 掘　割 上り側

上り側

大高町字鶴田

大高町字下瀬木

下り側

JR東海道本線 西区 枇杷島町字柳場 鉄　橋

JR東海道本線 熱田区 中田町 平　地

JR東海道本線

JR東海道本線 瑞穂区 内浜町 高　架

JR東海道本線 南区 豊三丁目 高　架

直擁壁

JR東海道本線 南区
塩屋町

緑区 直擁壁

JR東海道本線 南区 鳴尾一丁目 直擁壁

JR中央本線 中川区 山王四丁目

JR東海道本線 緑区

JR中央本線 千種区

上り側

JR中央本線 昭和区 鶴舞二丁目 高　架 上り側

JR中央本線 中区

上り側

掘　割 上り側JR中央本線

千種一丁目

千種二丁目 高　架

東区 出来町三丁目

旧
No

1

2

3

4

上り側

5

6

7

8

9

10

盛　土
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（No.2 /4）
列車
速度

12.5m 25m 12.5m 25m 12.5m 25m (km/h)

矢田南五丁目 上り側 H14 58 59 76 76 53 51 78

東大曽根町 下り側 H18 62 61 80 79 61 55 91

H23 62 61 78 77 55 52 86

H28 60 58 76 75 53 51 84

H14 58 60 77 78 54 54 95

H18 60 59 78 77 54 51 85

H23 60 60 79 78 54 48 90

H28 62 62 80 81 53 50 98

H14 66 62 86 81 61 57 90

H18 67 61 86 80 60 56 79

H23 68 62 86 79 60 57 86

H28 66 62 84 79 59 54 82

H14 － － － － － － －

H18 52 52 74 73 50 46 59

H23 54 53 75 74 52 47 72

H28 52 51 73 72 53 48 80

H14 51 51 71 72 49 49 72

H18 51 52 74 75 49 50 75

H23 50
*

51 72
*

73 51
*

48 91

H28 50
*

51 71
*

73 50
*

48 84

H14 60
*

59 82
*

81 54
*

52 81

H18 62
*

61 83
*

83 52
*

51 74

H23 64
*

63 85
*

84 53
*

53 83

H28 58
*

57 81
*

80 50
*

49 84

H14 74 72 88 86 62 59 49

H18 73 69 86 82 60 56 49

H23 76 72 89 85 60 58 48

H28 76 72 88 84 62 59 52

H14 63 58 77 71 63 61 72

H18 62 58 75 71 56 60 69

H23 61 58 74 70 48 48 65

直擁壁 H28 62 59 75 72 50 51 72

西日置二丁目 鉄　橋 H14 71
*

72
**

85
*

87
**

62
*

61
**

81
*：10m
**：40m

H18 70 69 83 82 65 61 76

H23 65 65 79 78 64 66 82

H28 62 63 76 76 61 60 80

H14 64
*

63 78
*

76 57
*

48 85

H18 65
*

63 78
*

77 50
*

39 90

H23 66
*

63 81
*

77 55
*

38 90

平　地 H28 63
*

61 77
*

75 54
*

36 98

H14 58 55 74 71 60 57 74

H18 56 52 71 67 62 57 78

H23 53 50
*

68 65
*

60 54
*

64

H28 53 50
*

69 66
*

58 53
*

60

H14 69 60 85 76 66 61 82

H18 64 55 81 72 60 57 86

H23 64 54 82 72 60 56 83

H28 64 56 82 74 61 57 84

H14 67 61 84 78 60 56 89

H18 65 60 81 77 60 56 90

H23 63 59 81 77 60 56 86

H28 61 58 79 75 61 56 89

H14 68 66 85 82 66 65 93

H18 68 63 84 79 68 64 85

H23 67 64 83 80 68 65 84

H28 65 63 82 79 66 62 87

H14 69 64 86 81 56 52 78

H18 － － － － － － －

H23 52 51 68 66 46 45 74

H28 51 50 66 65 44 44 69

*：26m

単（下）

単（下）

単（下）

盛　土

*：17m

*：14.5m

上り側

28

29

22

23

24

25

26

27

16

17

18

19

20

21

旧
No

15

則武新町三丁目

沢下町

高　架

平　地

掘　割

呼続元町

新守山

高　架

ｺﾝｸﾘｰﾄ橋西伏屋二丁目

山王三丁目 ｺﾝｸﾘｰﾄ橋

枇杷島一丁目 鉄　橋

等価騒音レベル
【LAeq】 (dB)

最大騒音レベル
【LAmax】 (dB)

振動レベル
 (dB)調査

年度
路　線　名

名鉄名古屋本線 中川区

南区

名鉄名古屋本線 南区

名鉄名古屋本線

備　　考

*：15m

*：16m

測定側

26

名鉄名古屋本線

21

15

23

24

29

25

27

28

No

19

16

17

18

22

20

名鉄名古屋本線 西区

熱田区

名鉄名古屋本線 瑞穂区

名鉄名古屋本線

JR関西本線

JR関西本線

直擁壁

調　査　地　点
軌道
構造

下り側

盛　土 上り側

鉄　橋

新守町

盛　土

粕畠町

苗代町

盛　土

柳森町

矢田南五丁目

山田町

JR中央本線

JR中央本線

JR中央本線

JR関西本線

東区

北区

中川区

守山区

中川区 伏屋五丁目

中川区

名鉄名古屋本線 南区

名鉄名古屋本線

鳴海町字上汐田

ｺﾝｸﾘｰﾄ橋

高　架 下り側

上り側

上り側

下り側

下り側

上り側

下り側

下り側

下り側

上り側

西区

緑区

西桜町

平　地
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（No.3 /4）

列車
速度

12.5m 25m 12.5m 25m 12.5m 25m (km/h)

H14 73 67 90 83 70 62 84

H18 68 65 85 82 55 50 94

H23 67 62 85 80 52 47 92

H28 67 63 85 80 49 44 82

H14 70 64 87 80 61 57 95

H18 69 64 86 79 65 57 89

H23 68
*

64
**

85
*

80
**

59
*

57
**

86

H28 65
*

61
**

83
*

78
**

60
*

53
**

89

H14 70
*

56 88
*

73 60
*

47 81 *：7m

H18 66 60 82 76 55 49 78

H23 62 59 79 75 53 47 71

H28 61 59 77 75 50 47 81

H14 62
*

60 80
*

78 55
*

52 78

H18 64
*

61 82
*

79 55
*

54 83

H23 64 63 82 82 57 55 87

H28 64 64 82 82 58 54 88

H14 57 55 74 71 60 56 80

H18 59 57 74 73 59 55 83

H23 60 58 76 74 60 57 78

H28 59 56 75 73 54 47 83

H14 55 51 72 68 50 51 86

H18 55 52 71 68 52 50 95

H23 57 53 73 70 53 53 100

H28 55 52 72 69 50 51 93

H14 67
*

63 86
*

82 63
*

61 88

H18 63
*

60 81
*

77 56
*

56 87

H23 64
*

60 81
*

77 57
*

56 87

H28 63
*

61 81
*

78 55
*

55 89

平　地 H14 69 63 87 81 65 62 94

H18 56 54 73 72 49 46 106

H23 54 52 70 69 45 48 98

H28 53 52 70 69 46 49 109

H14 57 54 75 72 56 55 103

H18 57 54 75 72 56 55 101

H23 55 53 72 71 57 54 99

直擁壁 H28 55 52 73 70 57 56 99

H14 54
*

52 69
*

68 49
*

47 60 *：18m

H18 55
*

56 72
*

71 56
*

47 56

H23 55
*

54 71
*

71 59
*

47 57

H28 53
*

51 69
*

68 55
*

43 61

H14 54 51 72 69 61 55 79

H18 54 52 72 70 62 57 69

H23 54 53 73 72 61 58 72

H28 52 50 70 69 59 55 76

矢田町 H14 64 51 81 68 58 55 62

H18 58 51 76 69 58 58 63

H23 56 52 74 70 64 59 63

H28 53 50 72 68 64 56 65

H14 66 60 85 79 58 49 66

H18 66 61 86 81 60 51 66

H23 65 61 85 81 52 50 71

H28 63 58 83 78 60 53 75

H14 65 60 84 78 58 55 57

H18 65 60 84 79 59 54 57

H23 65 62 84 80 60 54 60

H28 64 61 83 80 57 53 57

H14 64
*

54 83
*

72 55
*

49 46

H18 64
*

57 82
*

75 56
*

50 47

H23 65
*

61 83
*

80 53
*

49 49

*：10m

*：13.5m
**：27m

*：18m

高　架

*：18m

43

44

高　架

*：9.5m
39

40

41

42

33

34

35

36

37

38

旧
No

30

31

32

下り側

下り側

下り側

上り側

下り側

上り側

上り側

測定側
等価騒音レベル

【LAeq】 (dB)路　線　名 調　査　地　点 備　　考
調査
年度

No

30

31

32

39

35

38

36

34

40

42

33

37

43

41

最大騒音レベル
【LAmax】 (dB)

振動レベル
 (dB)

左京山

名鉄名古屋本線 緑区 鳴海町字米塚 平　地 下り側

軌道
構造

熱田区 伝馬二丁目 盛　土 上り側

名鉄名古屋本線 緑区 平　地 下り側

南区 観音町 高　架 上り側

名鉄名古屋本線 緑区 太子三丁目 平　地 下り側

名鉄常滑線

平　地 下り側

名鉄常滑線 南区

名鉄常滑線 南区 氷室町 高　架 上り側

名鉄常滑線

名鉄瀬戸線 北区 大曽根一丁目

名鉄常滑線 南区 宝生町

大同町

名鉄犬山線 西区 中小田井二丁目

北区 清水三丁目 高　架

高　架

名鉄瀬戸線

名鉄瀬戸線 守山区 平　地

名鉄瀬戸線 東区

名鉄瀬戸線 守山区

名鉄瀬戸線 守山区

下り側

直擁壁

平　地

平　地

廿軒家

小幡南三丁目

矢田四丁目

喜多山二丁目
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（No.4/4）

列車
速度

12.5m 25m 12.5m 25m 12.5m 25m (km/h)

H14 67 60 86 78 54 46 54

H18 67 62 86 81 55 49 52

H23 65 61 84 80 55 50 54

H28 65 60 83 78 56 49 53

H14 － 59 － 73 － 59 56

H18 － 54 － 68 － 52 60

H23 － 60 － 75 － 54 65

長戸井町 H28 57 55 70 69 52 51 71

平　地 H14 65 62 82 78 56 53 67

H18 58 57 75 73 43 44 98

H23 58 56 74 72 44 44 102

H28 59 57 75 73 44 46 103

川前町 平　地 H14 63 59 78 74 53 50 76

野田町字経田 H18 56 56 72 72 41 44 86

H23 57 56 72 71 40 44 98

H28 57 56 73 71 48 45 101

H14 55 54 71 70 49 46 111

H18 56 54 74 71 50 46 104

H23 56 55 71 70 51 47 102

H28 58 56 74 71 51 46 96

H14 68 64 86 81 57 51 105

H18 67 62 84 79 55 49 99

H23 68 62 85 79 57 49 93

平　地 H28 67 60 85 78 53 48 102

H14 61 58 77 73 52 52 64

H18 62 58 76 72 51 50 59

H23 60 58 74 72 53 50 60

H28 56 54 72 69 52 46 61

H14 67 62 80 75 49 49 58

H18 72 66 85 79 51 50 60

H23 70 64 84 78 50 50 58

H28 66 61 80 75 56 50 57

H14 53 43 83 74 56 50 29

H18 58 49 86 80 55 51 19

H23 60 50 86 78 55 51 18

H28 62 51 89 80 58 55 18

H14 40 39 65 64 44 43 83

H18 38 37 65 64 45 44 78

H23 39 40 65 66 46 47 111

H28 45 44 72 70 44 43 70

H14 － － － － － － －

H18 44 43 62 60 44 45 59

H23 45 44 63 61 42 43 56

H28 50 48 70 68 45 45 58

中川区 烏森町字四反畑 H18 53 51 72 70 47 47 53

H23 46 45 65 63 50 48 68

H28 50 49 70 67 51 49 68

H18 42
*

42 61
*

61 44
*

43 59 *：19m

H23 46 42 66 60 50 48 65

H28 47 47 68 66 50 48 63

(注1) 「旧No.」は、前回調査（平成23年度実施、57地点）における地点番号を示す。

(注2)

(注3) 列車速度は、12.5m地点(平成14年度以前は25m地点)のLmaxを求めるのに使用した列車から求めた。

(注4) 「－」は、周辺環境等で測定を実施していないことを示す。

(注5) 「*」「**」は、周辺環境等の影響で、備考に記載した距離で測定したことを示す。

「測定側」は、名古屋駅方向を「上り」とする。なお、名鉄瀬戸線は栄町駅方向、名古屋臨海鉄道東港線は笠寺駅方向、東海交通事業城北線は枇杷島
駅方向を「上り」とする。

54

名古屋市交通局
東山線

名古屋市交通局
東山線

45

46

47

48

49

50

51

52

53

旧
No

名古屋臨海鉄道
東港線

52

51

48

50

No

46

49

47

44

45

備　　考路　線　名 調　査　地　点
軌道
構造

等価騒音レベル
【LAeq】 (dB)

最大騒音レベル
【LAmax】 (dB)

振動レベル
 (dB)調査

年度

近鉄名古屋線 中村区 平　地 上り側

測定側

平　地

下米野町

上り側名鉄瀬戸線 守山区 大森五丁目

中村区 烏森町

近鉄名古屋線 中村区

高　架

野上町
高　架

上り側

下り側

近鉄名古屋線

近鉄名古屋線

上り側

単（下）南区

中川区

近鉄名古屋線 中川区 水里五丁目

名東区 社台三丁目

東かの里町 高　架

高　架 下り側

名東区 本郷三丁目 高　架 下り側

下り側

盛　土

上り側

56 港区 稲永二丁目

高　架 下り側

名古屋臨海高速
鉄道あおなみ線

55

57 高　架

浜田町 鉄　橋

54

53

名古屋臨海高速
鉄道あおなみ線

名古屋臨海高速
鉄道あおなみ線

東海交通事業城
北線

西区 中小田井五丁目 高　架

上り側

55

中川区 小本一丁目 高　架 下り側

JR西名古屋港線

港区 泰明町
56
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鉄道路線別列車本数

鉄道路線名 区 間 

列車本数 前回（H23）の列車本数 

7時～ 

22時 

22時～ 

翌7時 

一日の 

列車本数 

7時～ 

22時 

22時～ 

翌7時 

一日の 

列車本数

J 

R 

東海道本線 

枇杷島 ～ 名古屋 390 135 525 351 105 456 

名古屋 ～ 笠 寺 352 103 455 361 104 465 

笠 寺 ～ 共 和 323 104 427 334 103 437 

中央本線 市内全域 313 51 364 331 46 377 

関西本線 市内全域 152 31 183 151 33 184 

名

鉄

名古屋本線 

分岐点 ～ 栄 生 759 149 908 765 150 915 

栄 生 ～ 名古屋 772 149 921 774 147 921 

名古屋 ～ 神宮前 905 176 1081 838 159 997 

神宮前 ～ 鳴 海 468 87 555 465 87 552 

鳴海以東（市内） 460 82 542 460 82 542 

常滑線 市内全域 436 89 525 435 88 523 

犬山線 市内全域 333 66 399 332 66 398 

瀬戸線 市内全域 253 35 288 253 35 288 

近鉄 名古屋線 市内全域 469 74 543 471 71 542 

名古屋市交通局 

東山線 
一 社 ～ 藤が丘 488 57 545 482 59 541 

名古屋臨海鉄道 

東港線 
笠 寺 ～ 東 港 20 4 24 22 3 25 

東海交通事業 

城北線 
市内全域 46 6 52 47 5 52 

名古屋臨海高速鉄道

あおなみ線 

名古屋 ～ 

名古屋貨物ターミナル
160 58 218 169 43 212 

名古屋臨海高速鉄道

あおなみ線 

名古屋貨物ターミナル

～金城ふ頭 
140 22 162 139 21 160 

資料１
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資料２

バラスト ｺﾝｸﾘｰﾄ スラブ

東海道
新幹線 19.1 0.4 0.4 0.3 0.3 0.7 8.6 5.9 2.5 0 18.3 0 0 0.8

東海道本線 18.5 5.0 0.8 0.7 0.6 0 2.4 7.8 1.2 0 17.7 0 0.3 0.5

稲沢線 4.9 0 0 0.5 0 0 0.4 4.0 0 0 4.5 0 0 0.4 （貨物）

中央本線 13.8 0.5 2.5 1.1 0.4 0 4.1 4.2 1.0 0 13.2 0 0 0.6

関西本線 8.7 0.6 0 0.3 0.1 0 4.2 3.3 0.2 0 7.0 0 1.4 0.3

名古屋本線 19.9 5.2 2.0 1.0 0.4 0 3.1 4.2 2.6 1.4 18.6 0.4 0 0.9

常滑線 6.6 1.0 0 0.4 0.2 0 3.7 0.9 0.4 0 6.2 0 0 0.4

犬山線 1.9 0.1 0 0 0 0 1.7 0 0.1 0 1.9 0 0 0

瀬戸線 11.4 4.8 0.1 0.2 0 0 3.7 0.8 0.1 1.7 11.2 0 0 0.2

小牧線 2.4 0.2 0.2 0 0 0 0 0 0 2.0 0.4 2.0 0 0

上り線 8.9 2.7 0.1 0.5 0.1 0 3.9 0.9 0.2 0.5 5.7 2.7 0 0.5

下り線 9.4 2.7 0.1 0.5 0.1 0 4.4 0.9 0.2 0.5 5.7 3.2 0 0.5

東山線 20.6 0 0 0 0 0.2 2.3 0 0.1 18.0 10.8 9.8 0 0

名城線 26.4 0 0 0 0 0 0 0 0 26.4 6.5 19.9 0 0

名港線 6.0 0 0 0 0 0 0 0 0 6.0 1.6 4.4 0 0

鶴舞線 20.4 0 0 0 0 0 0.2 0 0.3 19.9 8.6 11.8 0 0

桜通線 19.1 0 0 0 0 0 0 0 0 19.1 4.0 15.1 0 0

上飯田線 0.8 0 0 0 0 0 0 0 0 0.8 0.1 0.7 0 0

東港線 3.1 0.479 0 0.328 0.014 0 1.243 1.036 0 0 2.2 0 0 0.9 (貨物）

南港線 0.9 0.249 0 0 0.002 0 0 0.649 0 0 0.9 0 0 0 (貨物）

汐見町線 3.0 2.824 0 0.176 0 0 0 0 0 0 2.8 0 0 0.2 (貨物）

昭和町線 1.1 1.1 0 0 0 0 0 0 0 0 1.1 0 0 0 (貨物）

東築線 1.3 1.207 0 0.091 0.002 0 0 0 0 0 1.2 0 0 0.1 (貨物）

6.4 0 0 0.1 1.5 0 4.8 0 0 0 6.4 0 0 0

上り線 15.2 1.7 0 0.1 1.3 0 9.4 2.3 0.4 0 15.1 0 0 0.1

下り線 15.2 1.7 0 0.1 1.3 0 9.5 2.5 0.1 0 15.1 0 0 0.1

6.2 3.4 0 0.2 0 0 0 2.6 0 0 6.0 0 0 0.2 （貨物）

0.588 0 0 0 0 0 0 0 0 0.588 0 0.588 0 0
磁気浮上式
リニアモー
ターカー

伏屋駅付近
下り線のみ
立体交差化
工事完了の
ため

鉄道路線距離

距　離
（km）

備　考地　下
(ﾄﾝﾈﾙ)

構　　　　造　　　　別　　　　内　　　　訳　　　（km）

有　道　床
無道床

高　架
(RC桁)

盛土

名古屋市
交通局

橋　梁
(鉄桁)

橋　梁
(PC桁)

道　床　別　距　離（km）

直擁壁
高　架
(鉄桁)

平地
掘　割
(切土)

区　　　間
（名古屋市内に限る）

東　港～
昭和町

名鉄

名古屋～
（庄内川）

名古屋～
（福田川）

名古屋～
名古屋港

(庄内川)～
(中京競馬場前)

神宮前～
（天白川）

（新　川）～
（中小田井）

栄　町～
（大　森）

名古屋～
（戸　田）

東京起点
(一部市外を含む)
324.9～344.8km

（庄内川）～
（共和）

名古屋～
（庄内川）

路　線　名

ＪＲ

中村区役所～
徳　重

近鉄名古屋線

平安通～
上飯田

笠　寺～
東　港

東　港～
（天白川）

東　港～
汐見町

上飯田～
（新地蔵川）

高　畑～
藤が丘

大曽根～
大曽根

金　山～
名古屋港

上小田井～
赤　池

日本貨物鉄道
名古屋港線

東　港～
名電築港

（味　美）～
（尾張星の宮）

名古屋～
金城ふ頭

藤が丘～
（はなみずき通）

名古屋～中
島間に、上
下線で構造
が異なると
ころがあ
る。

愛知高速交通
東部丘陵線

名古屋
臨海鉄道

東海交通事業
　城北線

名古屋臨海高速鉄道
あおなみ線
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在来鉄道の新設又は大規模改良に際しての騒音対策の指針について 

（平成 7 年 12 月 20 日環大―174 号）

 在来鉄道の新設又は大規模改良に際して、生活環境を保全し、騒音問題が生じることを未然

に防止する上で目標となる当面の方針を次のとおり定める。在来鉄道の新設又は大規模改良工

事を施工するに当たっては、本指針に適合できるよう計画するとともに、供用後速やかに、本

指針に対する適合性を検証することが望ましい。

１ 対象

 鉄道事業法（昭和 61 年法律第 29 号）第 2 条第 1 項の適用を受ける鉄道のうち普通鉄道

（ただし、新幹線鉄道を除く）又は軌道法（大正 10 年法律第 76 号）の適用を受ける軌道の

うち線路構造が普通鉄道と同様であり鉄道運転規則（昭和 62 年運輸省令第 15 号）が準用さ

れる軌道であって、新規に供用される区間（以下「新線」という）及び大規模な改良を行っ

た後供用される区間（以下「大規模改良線」という）における列車の走行に伴う騒音を対象

とする。

 ここで、「新線」とは、鉄道事業法第 8 条又は軌道法第 5 条の工事の施工認可を受けて工

事を施工する区間をいう。また、「大規模改良線」とは、複線化、複々線化、道路との連続

立体交差化又はこれに準ずる立体交差化（以下「高架化」という）を行うため、鉄道事業法

第 12 条の鉄道施設の変更認可又は軌道法施工規則（大正 12 年内務・鉄道省令）第 11 条の

線路及び工事方法書の記載事項変更認可を受けて工事を施工する区間をいう。ただし、平成

7 年 12 月 19 日以前に既に新線又は大規模改良線として工事が認可申請されている区間は、

指針の対象外とする。なお、本指針は、以下の区間については適用しないものとする。ただ

し、これらについても、必要な騒音対策を講じることが望ましい。

① 住宅を建てることが認められていない地域及び通常住民の生活が考えられない地域。

② 地下空間（半地下、掘り割りを除く）。

③ 踏切等防音壁（高欄を含む）の設置が困難な区間及び分岐器設置区間、急曲線区間等ロ

ングレール化が困難な区間。

④ 事故、自然災害、大みそか等通常とは異なる運行をする場合。

２ 指針

  在来鉄道の新設又は大規模改良に際して、生活環境を保全し、騒音問題が生じることを未

然に防止する上で目標となる当面の指針を次表のとおりとする。

新線

等価騒音レベル（LAeq）として、昼間（7～22 時）については 60dB（A）以下、夜

間（22 時～翌日 7 時）については 55dB（A）以下とする。なお、住居専用地域等

住居環境を保全すべき地域にあっては、一層の低減に努めること。

大規模改良線  騒音レベルの状況を改良前より改善すること。

（1）測定方法及び評価

  測定方法及び評価については、以下のとおりとする。

① 測定方法は、原則として、当該路線を通過する全列車（上下とも）を対象とし、周波

数補正回路をA 特性に合わせ、通過列車ごとの騒音の単発騒音暴露レベル（LAE）を測

定することとする。

ただし、通行路線（上下等）、列車種別、車両形式、走行時間帯（混雑時には列車速度

が低くなる場合がある）等による騒音レベルの変動に注意しつつ、測定を行う列車の本
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数を適宜減じて加重加算しても良い。

② LAEから等価騒音レベル（LAeq）の算出は次式によるものとする。

L � 10 log 10 T T：LAeqの対象としている時間（秒）

7 時～22 時はT=54,000、22時～翌日 7 時はT=32,400 

③ 測定に当たっては、列車騒音以外の暗騒音との差が 10dB（A）以上となるような間を

測定すること。なお、暗騒音との差が十分確保できない場合は、近似式である次式に

より、騒音計の slow 動特性を用いて測定したピーク騒音レベル（LAmax）からLAEを

算出することが適当である。

L � L � 10 log t   T：列車の通過時間（秒）

 ただし、貨物列車の場合には、先頭車両（機関車）に対応して大きなピークが計測

されるため、この式で算出したLAEより実際のLAEは小さくなる。

④ 測定機器は、計量法（平成 4 年 法律第 51 号）第 71 条の条件に合格したものを使用

する。

⑤ 雨天、その他の特殊な天候の日は避けて測定するものとする。

（2）測定点の選定

 鉄道（軌道を含む）用地の外部であって、なるべく地域の騒音を代表すると思われる屋外

の地点のうち、以下の条件を満たす場所を測定点として選定するものとする。

  ① 近接軌道中心線から水平距離が 12.5m の地点を選定する。なお、鉄道用地の外部に測

定点を確保できない場合には、鉄道用地の外部であって、できるだけ線路に近接した

位置を測定点とする。

  ② 高さは地上 1.2m とする。

  ③ 窓又は外壁から原則として 3.5m 以上離れた地点を選定する。なお、窓や外壁の近く

で測定した場合、その反射の影響により、3dB（A）程度数値が高くなることがある。

（3）注意事項

  本指針の適用に当たっては、以下の点に注意すること。

  ① この指針は、許容限度や受忍限度とは異なること。

  ② 測定方法が異なる場合、これらを単純に比較することはできないこと。

  ③ この指針は、在来鉄道の走行音に係る住民反応調査等を設定の基礎資料としたもので

あるため、その他の騒音の評価指標として使用することはできないこと。

（4）指針の見直し

  本指針については、設定に際しての基礎資料を適宜評価することにより、必要に応じ改正

する。

３ その他

  ① 学校、病院その他特に静穏さを要求する施設、線路に著しく接近した施設等があらか

じめ存在していた場合など、特殊な事情により騒音問題が発生する場合には、必要に

応じた対策を講じること。

  ② 測定点と異なる場所において鉄道騒音が問題となる場合には、参考のため、当該問題

となる場所においても併せて測定することが望ましい。
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環境保全上緊急を要する新幹線鉄道振動対策について 

環大特第３２号

昭和５１年３月１２日

運 輸 大 臣

木 村 睦 男 殿

環 境 庁 長 官

小 沢 辰 男

環境保全上緊急を要する新幹線鉄道振動対策について（勧告）

 新幹線鉄道の列車の走行に伴い発生する振動は著しく、沿線の一部の地域においては、看過

しがたい被害を生じている。このような現状に対処するため、新幹線鉄道振動対策に係る下記

の当面の指針等を達成する必要があるので、所要の措置を講ずるよう勧告する。

 おって、本指針等を達成するために講じた措置については、その都度報告するようお願いす

る。

記

１ 指針

（１） 新幹線鉄道振動の補正加速度レベルが、７０デシベルを超える地域について緊急に振

動源及び障害防止対策等を講ずること。

（２） 病院、学校その他特に静穏の保持を要する施設の存する地域については、特段の配慮

をするとともに、可及的速やかに措置すること。

２ 測定方法等

（１） 測定単位は、補正加速度レベル（単位デシベル）を用いること。

（注） 補正加速度レベルとは、鉛直振動の振動数を f（単位ヘルツ）及び加速度実効値

を A（単位メートル毎秒毎秒）とするとき、A の基準値 A０（単位メートル毎秒毎

秒）に対する比の常用対数の２０倍すなわち２０log（A/A０）（単位デシベル）で表

したものを言う。

    この場合、A０は次の値とする。
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    １ ≦ f ≦ ４ の場合、A０ ＝ ２ × １０
－5

f
-1/2

４ ≦ f ≦ ８ の場合、A０ ＝ １０－5  

８ ≦ f ≦９０の場合、 A０ ＝ ０．１２５ × １０
－5

f

（２） 測定条件は、次のとおりとすること。

ア 振動ピックアップの設置場所は、緩衝物がなく、かつ、十分踏固め等の行われている

堅い場所とすること。

イ 振動ピックアップの設置場所は、傾斜又は凹凸のない場所とし、水平面を十分確保で

きる場所とすること。

ウ 振動ピックアップは、外囲条件の影響を受けない場所に設置すること。

エ 指示計器の動特性は緩（Slow）とすること。

（３） 測定は、上り及び下りの列車を合わせて、原則として連続して通過する２０本の列車

について、当該通過列車ごとの振動のピークレベルを読み取って行うものとすること。

なお、測定時期は、列車速度が通常時より低いと認められる時期を避けて選定するも

のとすること。

（４） 振動の評価は、（３）のピークレベルのうちレベルの大きさが上位半数のものを算術平

均して行うものとすること。

３ 指針達成のための方策

（１） 新幹線鉄道振動の振動源対策として、構造物の振動低減対策等の措置を講ずるものと

すること。

なお、以上の措置を講じても現在の防止技術では振動を低減することが困難な場合も

あるので、早急に構造物の防振対策、振動遮断対策などの技術開発を図るものとする

こと。

（２） 新幹線鉄道振動の障害防止対策として、既設の住居等に対する建物の移転補償、改築

及び補強工事の助成等の措置を振動が著しい地域から実施するものとすること。特に、

今後早急に家屋の防振対策技術の開発を図り、家屋補償等により振動の影響を軽減す

る措置を講ずるものとすること。

（３） 新幹線鉄道振動対策の実施に当たっては、「新幹線鉄道騒音に係る環境基準（昭和５０

年７月環境庁告示第４６号）」に基づく騒音対策その他の環境対策と有機的に連携して

実施するものとすること。
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